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近年、学術情報とその情報提供機関が増加し、情報が様々なところに分散した状態で存在して  

いる。そのため、利用者は必要な情報資源を探すところからはじめ、不慣れなシステム上で求め  
る情報が得られるまで検索を繰り返さなければならない。そこで本研究では、このような情報探  

索の負担を減らすため、インターネット上の多様な情報資源をあらかじめリンクしておき、単に  

ボタンをクリックするだけで関連情報を辿れるリンキングシステムを構築した。本システムでは、  

利用者の探索行動が途切れないよう、検索結果からキーワードを自動的に切り出し、動的に関連  

情報をリンクするようにした。また、ガイドマップと呼ばれるインタフェースを用意することで、  

多様な情報資源を常に選択できるようにした。   

ConstructionofaResourceLinkingSystembasedonRelationships  

betweenInfbrmationResources  

HirokoBANDAI AtsushiMATSUMURA NorihikoUDA  

GraduateSchoolofLibraryJnibrmationandMediaStudies  
University of Tsukuba 

Recently；hugeamountsofscholarinformationaredistributedovertheinternet．Inorder  

toobtainthenecessaryinfbrmation，reSearChersmustrepeattheretrievaluslngVarious  

inexperiencedsystem8．Inthispaper；WePrOPOSeanOVellinkingsystem，Whichconnects  

Variousin払rmationresourcesontheinternetinadvance，andprovidesusersthelistof  

linkstotherelatedin払rmationresources．Oursystemextractskeywordsautomatica11y  

fromtheretrievalresults，andgenerateslinksamongin払rma七ionresourcesdynamical1y  

uslngthesekeywords・Thesystemalsoprovidesnavigationinterfacecalled“guidemap’’．  

Usingourlinkingsystem，uSerSCanSelectappropriateresourcesatanytime．  

うな場合には、利用者は同じ情報資源内でキー  
ワードを変えて再検索するか、他の情報資源に  

アクセスしなおさなければならない。それどこ  

ろか、利用者が関連した情報を含んでいそうな  
適切な情報資漁を知らない場合、情報資源を探  
すところからやり直す必要がある。このように、  
従来のシステムの枠組みでは情報探索の流れ  

が断続的で、利用者に余計なストレスを与えて  

いる。   

現在のWWW上では、データベース内検索  
のような特定の範囲内であろうが、不特定範囲  
であろうが、全て検索技術を用いて解決しよう  

とする傾向があるが、近年、検索とは異なる手  
法として注目を集めているのが、リンク技術で  

ある。これは利用者が不特定の範囲から情報を  
探す場合、検索技術より有効であると言われて  

1． はじめに   

近年、学術情報柚とその情報を提供する機関  
が増加し、情報が様々なところに分散して存在  
するようになった。そのため、利用者は目的の  
情報がどこにあるのか分からず、入手するのに  

多大な時間と手間がかかってしまう。例えば、  
利用者は学術情報を探す際、論文データベース  
を検索したり、OPACを調べ図書館で論文のコ  

ピーを取ったり、求める情報に関連したⅥ毎も  
サイトなどのインターネット情報資源や書籍  

を検索する必要がある。   
その上、目的の情報を見つけた後も、それに  

関連する情報が必要となることが多い。そのよ  

★★本研究では、「学術情報」という語を「研究で必要と  
する情報」という意味で用いる。  
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いる【1］【2】。利用者の要求とそれを満たす情報  
をリンクしておけば、利用者の状況に適したサ  
ービスを提供することができるからである。   

そこで、本研究では、多種の情報資源をリン  
クし、多様な関連情報へのアクセスを常に提供  
するリンキングシステムを構築した。利用者は  
本システムによってリンクされた情報資源を  

検索して結果を連鎖的に得ることができる。ま  
た、利用者が検索をしている間、関連情報は常  
に提示される。これにより、利用者は関連情報  
を待るために情報資源間を移動したりキーワ  

ードを再入力したりすることなく、多様な情報  
を得ることができる。  

図1．システム全体図  

ト上には研究論文やデータなどの学術情報が  

公開されていることも多く、学術情報収集の際  
にインターネット情報資源を探すことは必要  

である。Googleもリクエストを送信すると、  
様々なデータが返ってくるが、本システムでは  

Ⅵねbサイトのタイトル、URL、Ⅵ福bサイトの  

概要データを使用した。   
また、最近はウェブログなどによる個人の情  

報発信が盛んである。研究者がその専門分野の  

最新の動向やプロジェクトなどを記事にして  

いるウェブログが多くなっている。研究活動に  
ウェブログを活用するための製品も発売され  

ている【6］。本システムでは、ウェブログのデ  
ータを収集しデータベースに格納することに  

よって、ウェブログの記事情報を情報資源の1  
つとした。ウェブログは普段利用者が読んでい  

るものを複数登録できる。これにより、利用者  
は検索対象とする記事データを容易にカスタ  

マイズできるようになり、自分の興味にあった  

記事データ情報資源を作ることができる。本シ  
ステムでは、記事のタイトル、URL、詳細、  

作成目付、作成者等のフィールドのデータを使  
用し、システム内のデータベースに格納した。  

乱 システム概要   

本システムの全体図を図1に示す。本システ  

ムは利用者が情報資源自体を探索したり、検索  
し直さずに済むよう、インターネット上にある  

様々な情報資源をあらかじめリンクしておく  

ことに特徴がある。本システムでリンクした情  

報資源は、現在のところ文献情報データベース、  
書籍データベース、Wbbサイトデータベース、  

ウェブログ記事データベースの4つである。   

文献情報データベースには、筑波大学知的コ  
ミュニティ基盤研究センターの知的コミュニ  

ティ情報システム［3】で使われている図書館情  

報学関連の書誌情報データベースを用いた。こ  

のデータベースには、図書館情報学関連の論文  
やインターネット情報資源のメタデータが含  

まれている。本システムでは、このメタデータ  

の一部であるタイトル、著者名、識別子、概要  
のフィールドのデータを使用し、システム内の  

データベースに格納した。   

書籍データベースには、Amazon．co．jp【4】を  
使用した。Amazon．cojpは外部システムから  
のアクセスを受け付け、結果を返すⅥ毎bサー  

ビスを行っている。学術情報を収集する際、書  
籍の情報収集は一般的に行われているためリ  

ンクした。Amazonにリクエストを送信すると、  
大・小の表紙画像のURl。や中古品販売での価  
格など、様々な情報が含まれた結果が返ってく  

る。本システムでは、そのうちのタイトル、著  
者、ISBN、価格、小サイズの表紙画像URL  
のデータを使用した。  

Ⅵ砧bサイトデータベースにはGoo由e【5】を用  

いた。GoogleもAmazon．co．jpと同じように  
1Ⅳ占bサービスを提供している。インターネッ  

3．システムの実際  

3．1． インタフェース   

本システムのインタフェースは、ブラウザの  

画面右側の結果表示部分と左側の関連情報リ  

ンクー覧から構成される（図2）。一般的にJ  
要求を満たす情報を1つ見つけた後で、関連情  
報がほしいという場合には、キーワードを入力  

し検索しなおすか、情報資源を移動して再検索  
をする必要があるが、これでは関連情報を求め  
る際、検索の流れが途切れてしまう。  
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（3）結果一覧表示画面  

新規検索の結果は画面右側の結果一覧画   

面に表示される。それと同時に、画面左側の   
ガイドマップには、関連情報にリンクされた   

他の情報資源の一覧が表示される。  
図の例では画面右側にWebサイト検索結   

果一覧が表示されるとともに、ガイドマップ   
には（2）で使用したⅥ砧bサイト検索以外の、   
文献データベース、書籍データベース、ウェ   

ブログ記事データベース内にある関連情報   

へのリンクが表示される。どのようなキーワ   

ードでリンクされたか利用者に分かるよう、   

最初に入力した「電子図書館」というキーワ   

ードをガイドマップ上部に表示した。続いて、   

ガイドマップにあるボタンをクリックする   

と、速択した情報資源内の関連情報一覧が表   
示される。   

（4）一次情報表示画面   

（3）で得た結果一覧から求める情報を1つ   

選択すると、画面右側にその一次情報が表示   
される。この図は、青空文庫のサイトを選択   
したところである。左側のガイドマップには、   

右側で選択したサイトに関連する情報がリ   

ンクされている。ガイドマップの上部には、   

一次情報のタイトル部分を形態素解析で切   

り出した“青空”と‘‘文庫”が表示されている。   

本システムは切り出したキーワードを用い   

て、リンクしてある情報資源内の関連情報に   

アクセスするボタンを提示する。  

新規検索を行う場合は、画面上部に表示され  
ているナビゲーションバーの「新規検索」をク  

リックすることでいつでも（2）の新規検索画面  

に戻ることができる。また、関連情報を探すに  

は、ガイドマップを利用して（3）と（4）の画面を  
行き来し続けたり、（3）の…覧画面から、他の  
情報資源の関連情報一覧を表示させたりでき  

る。   

以上が本システムの基本的な使い方である  

が、このように関連情報に連続的にアクセスす  

ると、途中どのような情報資源にアクセスした  
か分からなくなる［7】。そこで、アクセスした  
情報の履歴をログアウトするまで残すように  

し、ナビゲーションバーの「履歴」を選択する  

ことでいっでもアクセスした情報資源の履歴  

を見ることができるようにした。  

●●◆ G009kの鴨井 ●◆◆  

翻糎鯨軌  
キ…り鵬ド．鶴■♯   

ま減船ぬ■暮鐘   
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惑乱  

騨蓼♯リンク集  ガイドマッ  
検索結果部分  

図2．システム画面  

そこで、本システムでは右側に検索結果を表  

示し、左側に関連情報資源へのリンクボタンを  

表示することで、利用者の検索の流れを途切れ  

させないようにした。この左側の表示部分は、  

利用者を様々な情報資源内の関連情報へ案内  
するためのものなので、“ガイドマップ”と呼ぶ。   

ガイドマップの下部には情報資源内にある  

関連情報ヘリンクされたボタンを表示し、最上  

部には、関連情報ヘリンクする際に用いるキー  
ワードを表示した。このようなインタフェース  

にすることで、利用者は連続的に関連情報にア  
クセスできる。   

3．2．システム実行例   

ここでは、図3に示した実行例に従って、  
本システムの具体的な操作性について説明す  

る。  

（1）ログイン画面  

本システムにアクセスすると、システムへ   

のログイン画面が表示される。利用者はユー   
ザ名とパスワードを入力して、システムにロ   

グインする。   

（2）新規検索画面  

ログインすると最初に表れるのは新規検   

索画面である。ここでは、検索語入力フォー   

ムにキーワードを入れ、情報資源を1つ選択   

し、検索を行う。図の例では、キーワードに   

「電子図書館」と入力し、Webサイト検索   

を行う場合を示した。  
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（3）結果一覧  
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ガイドマップから  

一覧へ  

図3．システムの流れ  

ップを容易に表示させることが可能となった。  

ガイドマップには、表示した結果に関連した他  

の情報資源の情報へのリンクが張られており、  
Linkerで処理した関連情報抽出のためのキー  

ワードが埋め込まれている。  

本システムの開発には以下のものを使用し  

た。  

・OS：  職ndowsXP   
・Webサーバ：Apachel．3   
・DEM菩： MySQL3．23．51   

・開発言語：pHP4．3．2   
・形態素解析器：WinCha2．3．3  

4．システム構成   

本システムの構成を図4に示す。検索や情報  
資源の選択など、関連情報を求める要求が発生  
すると、その要求はHTMLのPOSTメソッド  

でキーワードと共にLink Resolverに送信さ  
れる。LinkResolverでは、送られてきたキー  

ワードの処理や文字コードの変換を行い、情報  
資源を検索する関数Link Managerを呼び出  
す。LinkManagerは利用者の要求に応じて適  
切なLinkerを選択し、キーワードを渡す。  

Linkerは実際に関連情報を検索するとともに、  
その情報に関連する情報をリンクするための  

キーワード抽出を行う。   

Linkerが取得した結果は、結果表示テンプ  
レートとガイドマップテンプレートを通して  

ブラウザに表示される。テンプレートを介すこ  
とで表示を統一し、どの結果にも常にガイドマ  
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関連情報を得られたと感じず、いたずらにクリ  
ックを繰り返すことになる。今後は表示を大き  

くするなどしてキーワードをアピールし、利用  

者にどのような関連情報がリンクされてくる  

のかを示す必要があるだろう。   

5．2．探索終了の判断について   

一般的な検索システムは、「検索→検索結  
果一覧→詳細情報（一次情報表示）」という流  

れになっているものが多い。1つの検索結果が  

提示されると、そこでシステムはさらにリンク  

先を提示することはなく、処理が終了する。   
それに対して、本システムは一次情報を表示  

させた後、それに関連するリンクを提示するた  

め「検索→検索結果一覧→詳細情報→関  
連情報一覧→詳細情報→‥・」という流れ  
になる。つまり、本システムには探索終了を示  
す明示的なサインがない。このことは多くの関  

連情報にアクセスできるという利点がある一  

方で、利用者は探索を止める機会を見失ってし  
まうという問題があることが分かった。そこで  

今後は、履歴を見やすく提示するなどして、利  
用者が自然に探索を終了できるインタフェー  

スを検討する必要がある。   

5．3．キーワード抽出方法について   

関連情報をリンクする仕組みとして、現在は  
元となる情報のタイトル部分の名詞をキーワ  

ードとして抽出している。しかし、タイトル部  

分の名詞にはキーワードとしてふさわしくな  

いものが含まれていることがある。たとえば、  

関連元とする情報のタイトル部分が「はてなダ  

イアリーー図書館情報学とは」だった場合、形  
態素解析を行うと“ダイアリー”、“図書館，，、‘情  
報”、‘学”がキーワードとなる。この場合、“ダ  

イアリー”は関連語としては不適切であり、関  
連情報をリンクできない。   

このように、企業名やサービス名などが関連  

情報の内容と関係のない名詞が含まれていた  

り、タイトル内の名詞が多すぎて関連情報が絞  
り込まれすぎる場合、正しく関連情報ヘリンク  
できない。今後キーワードを切り出す方法と、  
対象とする部分がタイトル部分で良いのかを  

検討する必要がある。   

5．4．ガイドマップについて   

現在のシステムがリンクしている情報資源  

は4個だが、今後これらが増えた場合、ガイド  

図4．システム構成  

5．考察  

5．1．検索過程の省略について   

既存の検索システムを用いて情報を探索す  

る場合、利用者はキーワードの入力と検索結果  
の評価を繰り返し行う。すなわち、検索過程が  
探索過程の大部分を占めるといってよい。それ  
に対して、本システムは検索過程を省き、リン  

クを辿るためのボタンをクリックするだけで  

情報にアクセスできる。このため、利用者の本  
システムの操作感は既存のものとは相当異な  

ることが分かった。本節では、一般的なシステ  

ムを使う際の利用者行動と、本システムを使用  
した場合の行動がどう異なるかについて考察  

する。   
既存のシステムでは、キーワードを考えて再  

検索を行ったり、関連情報を探すということが  
利用者側の判断に委ねられている。一方、本シ  
ステムでは関連情報があらかじめリンクされ  

ているので、利用者はキーワードを入力したり、  
情報資源を移動したりする必要がない。これは  
一見便利なように見えるが、システムの操作中  

に、ガイドマップ上部に表示された関連情報を  
リンクするためのキーワードを見ずにボタン  

をクリックしてしまうと、利用者は元となる情  
報と表示された結果一覧の関連が分からない  

という問題が起こることが分かった。たとえば、  
3．2．で示した実行例で、青空文庫のサイトから  

関連情報を得るとする。ここで“青空”と“文庫，ゝ  
をキーワードとすると、利用者は青空文庫に関  
連した情報が得られるであろうと想像する。し  
かし、キーワードを意識せずに関連情報一覧を  
得た場合、表示されたものがどのように関連し  
ているのか理解できない。そのため、利用者は  
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マップに表示する情報資源の種類をその検索  

結果に応じて適切に変化させる必要がある。   
例えば、医学分野のデータベースで胃癌に関  

する情報を探している時に、経済学のデータベ  
ース内に関連情報を求めることはないであろ  

う。システムが扱う情報資源が増えてきた場合、  

関連情報が存在しない情報資源にリンクさせ  

る可能性が高くなる。このため、ガイドマップ  

に表示する関連情報を選択するための基準を  

検討する必要がある。   

5．5検索とリンキングの連携   

インターネット上の代表的なサーチエンジ  

ンGoo由eは、フルテキスト検索の手法に加え  
て、リンクの参照関係も加味した検索システム  
である。すなわち、Googleは検索にリンクを  
利用したシステムである。それに対して、本シ  

ステムはリンクすることに検索を利用したシ  

ステムで、Googleとは逆である。そういう意  
味で、本研究は検索システムとも既存のリンキ  
ングシステムとも全く異なるタイプのシステ  

ムを開発したと言える。このシステムが情報探  

索にどのくらいの効果があるのかは検討が不  

十分であるが、今後の改善次第では応用範囲の  

広いシステムとして展開する可能性があると  

思われる。  

andMethods：COLIS4，2002，P．137－150．  

【2］saI裏ay．J‥Searchingvs．Linkingonthe   
W占b：A Summary of the Research．   
（0nline），aVai1ablefrom   
＜http：〟usabilitylgOV／searchlink凸na11．pdf   

＞，（aecessed2005－09－30）．  
【3】筑波大学知的コミュニティ基盤研究セン  

ター．“筑波大学：知的コミュニティ基盤研   

究センターⅥ厄bページ”．（オンライン），   

入手先   

＜http：〟www．kc．tsukuba．ac．jp／rkcs／＞，（参   

照2005－09－30）．  

【4］Amazon．co．jp．（オンライン），入手先   

＜http：〟wwwamazon．co．jp／＞，（参 照  

2005－09－30）．  

【5〕Google．availablefrom   
＜http：〟www．google．com／＞，（accessed  
2005－09－30）  

【6］i－HIVECommunication．“学術研究系ブロ   

グアカデミックブログ”．（オンライン），   

入手先   

＜http：〟www．comlog．jp／academic／＞，（参照   

2005－09－30）．  
【7】MarctaJ・Bates・The Design of   

Browslng  and  Berrypicking   

Tbchniques fbr the Online Search   

Interface．OnlineReview，VOl．13，1989，   

p．407－424．  

6．おわりに   

本研究では、利用者の求める多種の情報を常  

にリンクすることによって、関連情報を提供す  

るシステムの構築を行った。本システムにより  

多様な情報資源を結びつけ、利用者に関連情報  

を常に提供できるようになった。また、ガイド  
マップインタフェースを用いることで、利用者  

に多種の情報資源内の情報を常に提示するこ  

とを可能とした。今後の課題は、現在のシステ  

ムの持つ様々な問題を改善することである。検  

索とリンクを組み合わせて利用者の状況に応  
じた適切なサービスを提供するために、機能や  

インタフェースを改良していくことである。  
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